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ごみ処理施設の現状

さくらﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ
（平成14年10月.稼働）

同上資源化施設
（平成22年7月.稼働）

伊賀南部ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ
（平成11月4月.稼働）

延長協定
（令和元年8月～）

延長協定
（令和6年2月～）

操
業
期
限
（
令
和
16
年
3
月
）

操業期限
（令和8年3月）

延長協議

可燃ごみ処理
民間処理委託
（中継施設）

さくらリサイクルセンター：青山支所管内を除く伊賀市全域
伊賀南部クリーンセンター：青山支所管内 及び 名張市全域 操業期限迫る
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ごみ処理施設・広域化検討の経緯

平成26年3月 伊賀市における廃棄物処理のあり方検討に対する答申
（伊賀市における廃棄物処理のあり方検討委員会）

財政的な規模効果を含めた効率的なごみの減量化・資源化及び施設整備・運転管理の検討を
行う必要があるため、将来的なごみ処理の広域化を市の基本理念とすべきと考える。

令和2年2月 伊賀市・名張市における一般廃棄物処理方法検討会 報告書

建設経費削減、施設運営経費削減から広域化による共同処理の効果が大きい。

令和5年3月 南山城村、笠置町 ごみ処理広域化計画への参画のお願い

相楽東部クリーンセンターが操業期限到来により平成31年3月に操業を休止し、現在は民間処理
委託（伊賀市内）している。
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伊賀市、名張市、笠置町及び南山城村ごみ処理広域化検討協議会

・ごみ減量化・資源化における課題整理・調整
・法定協議会設置の検討・調整

施設の老朽化に伴う
・維持管理・更新コストの増大
・廃棄物処理の非効率化

伊賀市、名張市の課題

・可燃ごみ焼却施設が操業停止
・再稼働の目途が立たず
・伊賀市内の民間業者に処理委託

（暫定措置）

笠置町、南山城村の課題

共通課題

法定協議会設置

ごみ処理施設整備基本構想の策定

・広域化事業に必要な検討事項全般
・施設整備に係る事項全般

任意協議会設置(令和5年9月)

検討体制設置

協議開始

★ 持続可能なごみの適正処理
新しいスキームの構築

（手段）広域化・集約化など
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法定協議会における検討内容

（仮称）伊賀市、名張市、笠置町及び南山城村ごみ処理広域化検討協議会

基本構想策定の中で
広域化組織への参加の最終判断

〇 広域化事業に必要な検討事項全般
・ごみ分別方法等の調整及び統一の検討
・収集運搬方法
・ごみ処理手数料（ごみ袋）の統一
・中間処理の方法、施設の検討
・再資源化処理の検討（資源化の推進）
・建設費、処理費の抑制
・広域処理組織の検討 など

〇 施設整備について
・一般廃棄物処理施設の整備
・一般廃棄物の処理方式（処理ごみ）
・施設の建設・運営方法（事業運営方式）の実施主体
・施設整備事業等経費の資金調達方法と負担割合 など

現時点の想定イメージ（参考）

ごみ処理施設整備基本構想(案)

任意協議会（設置目的）：ごみの資源化・減量化における課題整理・調整

法定協議会（設置目的）：ごみ処理基本構想の策定

移行
（令和５年度中）

基本構想の策定
内容（案）

地域循環共生圏の形成
候補地選定、基本計画策定、地域計画策定など

【期間】
概ね18か月
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伊賀市、名張市、笠置町及び南山城村ごみ処理広域化検討協議会会則（案）

（目的）
第１条 この会則により設置する協議会（以下「協議会」
という。）は、持続可能なごみの適正処理を確保するた
め、ごみ処理の広域化に関する事項について連絡及び調
整することを目的とする。

（名称）
第２条 協議会の名称は、伊賀市、名張市、笠置町及び南
山城村ごみ処理広域化検討協議会という。

（協議会を設ける市町村）
第３条 協議会は、伊賀市、名張市、笠置町及び南山城村
（以下「構成市町村」という。）がこれを設ける。

（協議会の担任する事務）
第４条 協議会は、次に掲げる事務の連絡調整を図る。
（１）ごみ減量化・資源化に関する事務
（２）法定協議会設置に関する事務
（３）前２号に掲げるもののほか、ごみ処理の広域化に関

する事務。

（組織）
第５条 協議会は、構成市町村の長その他協議会が必要と認

める者を委員として組織する。

（会長及び副会長）
第６条 協議会に会長及び副会長を置き、委員の互選により

選出する。
２ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。
３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、又は会

長が欠けたときは、その職務を代理する。

（幹事会）
第７条 協議会の補佐及び調整を行うため、協議会に幹事会

を置くことができる。
２ 幹事会は、構成市町村のごみ処理を所管する部署の長を

幹事として組織する。
３ 幹事会に幹事長及び副幹事長を置き、幹事の互選により

決定する。
４ 幹事長は、幹事会を代表し、会務を総理する。

6



５ 副幹事長は、幹事長を補佐し、幹事長に事故あるとき、
又は幹事長が欠けたときは、その職務を代理する。

（会議）
第８条 協議会の会議は、会長がこれを招集し、その議長と

なる。
２ 幹事会の会議は、幹事長がこれを招集し、その議長とな

る。
３ 協議会の会議及び幹事会の会議（以下「両会議」とい

う。）の開催の場所及び日時は、当該会議に付すべき事項
とともに、会長又は幹事長があらかじめこれを委員又は幹
事に通知しなければならない。

４ 両会議は、委員又は幹事の半数以上が出席しなければ、
これを開くことができない。

（関係者の出席等）
第９条 会長又は幹事長は、必要があると認めるときは、協

議会又は幹事会の会議に構成員以外の者の出席を求め、意
見または説明を聴くことができる。

（事務局）
第10条 協議会に事務局を置く。
２ 事務局の事務に従事する職員は、委員が協議して定めた
者をもって充てる。

３ 協議会の担任する事務に要する経費は、構成市町村がこ
れを負担し、その負担する額は、委員が協議して定めるも
のとする。

（協議会の解散）
第11条 協議会は、委員の協議によって解散する。

（その他）
第12条 この会則に定めるもののほか、協議会に関し必要
な事項は、委員の協議により決定するものとする。

伊賀市、名張市、笠置町及び南山城村ごみ処理広域化検討協議会会則（案）
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